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　　　　　ありのままの姿で
生きたいんだ。生きていきたいんだ。

僕たち
私たちは

いのち輝け
子ども･若もの・障害のある人に寄り添って

青木　道忠 著

【あおき みちただ】大阪発達支援センターぽ
ぽろ所長、子ども・若もの支援ネットワーク
おおさか理事長、全国障害者問題研究会 大
阪支部顧問、総合社会福祉研究所理事、他。
発達相談員、大学非常勤講師。
現在、本誌に「相談室の窓から─障害者の
真の自立をもとめて」好評連載中。

　四十年余りにわたり、子ども・若もの
の発達保障の実践にとりくんでこられた、
青木道忠さんの実践書が発刊の運びとな
りました。
　愛情あふれ、科学的探究を貫く実践と
理論が、「人権保障」の現場で悩み・奮
闘されている方々をはじめ多くの皆様の力
となることを期待しています。
はじめに 黒田　孝彦
刊行にあたって 青木　道忠
第１章　相談室の窓から
第２章　若者ＮＯＷ
第３章　発達障害のある大学生への支援
あとがき 山本　敏貢
写真＆ことば集「23.7」 境　　結衣

A5判 160 頁 定価 1,800 円＋税

好評発売中



お問合せ・
事前申込み

総合社会福祉研究所
TEL06-6779-4894　FAX06-6779-4895　　E-mail:mail@sosyaken.jp
 HPからもお申込できます！→http://www.sosyaken.jp/

参加費：親子で10,000円（宿泊・昼食・夕食・朝食込）
　　　　大人のみ8,000円、宿泊・食事なし5,000円
　　　　子どものみ参加希望の方はお問い合わせください
お　話：「“釜ヶ崎”ってどんなところ？」生田武志さん（野宿者ネットワーク）
　　　　「釜ヶ崎に住む親子」荘保共子さん（こどもの里館長）
釜ヶ崎のまち地域見学：水野阿修羅さん（メンズサポートルーム大阪）

３月21日（金・祝）10時～22日（土）12時（予定）
親子で参加してみま

せんか？
第1回釜ヶ崎のまち短期留学！
～親子で釜ヶ崎～

総合社会福祉研究
本体2000円（税・送料別）
年２回刊
当研究所会員は割引あり

第42号　特集◎なぜ、生活保護法「改正」反対の取り組みが、国民的課題なのか
なぜ、生活保護法｢改正｣反対の取り組みが、国民的課題なのか
　　　　　　　　　 …………………………………総合社会福祉研究所紀要編集委員会
岐路に立つ生活保護～基準引き下げ、制度締めつけと私たちの課題～ ……吉永　　純
生活保護と扶養義務 ………………………………………………………………山本　　忠
沖縄における生活問題と生活保護の実態と課題 ………………………………高木　博史
　　─ＮＰＯ相談支援活動から見えてきたもの─

特集２　被災地の社会福祉活動
東日本大震災において福島県の保育労働者が果たした役割 …………………荒川　亜樹
　　─自由記述分析からみる、放射線被害下での保育実践の実態と課題─
東日本大震災以降の福島県の保育所及び学童保育所労働者の果たした役割…池田さおり
　　─「生活再建」を支える保育労働者たち─

ホームページ http://www.sosyaken.jp/ E-mail:mail@sosyaken.jp

総合社会福祉研究所 〒543―0055 大阪市天王寺区悲田院町8―12
TEL06（6779）4894 FAX06（6779）4895



第18回合宿研究会　2014.1.11〜13

釜山の反貧困の取り組みから学ぶ 

　研究会１日目の夜の夕食交流会では、青少年文化支援活動も行っている「ナダ芸術団」によ
る、①チャング（打楽器）、伽

カ ヤ グ ム

倻琴（絃楽器）など伝統楽器演奏、②ケンガリ（鉦
かね

）、チン（銅
ど ら

鑼）、
チャング、プク（太鼓）を用いて行う農楽やサムルノリ、③鶴の踊りを鑑賞しました（写真は、
鶴の踊り）。会場となった「デポッチブ」は、昔ながらの居酒屋で、伝統的な韓定食を食し、マッ
コリを飲みながらの鑑賞でした。芸術団の団員のみなさんは、日本から団体で来た私たちを前
に、「日本で演奏しているようだ」と語っていました。



　1日目最初の視察場所、障害者社会的企業・韓国障害者自立協会の工場の見学です。講師兼
通訳の呉

オ・ヨンラン

英蘭さん（東
ドンミョン

明大学准教授）の説明を聞く参加者。工場では主にゴミ袋を生産していて、
受注が多く、交代勤務で夜九時まで操業しています。



　2日目午後は、今回のメイン企画の講師、報告者が勢揃い。シンポジストのお一人のパク・
ミンションさん（市民が運営する福祉法人私たちの町事務局長、写真上１番右）は、最後に「社会
福祉は生活の質を高めること。最初この会場は“空間”だったが、長時間勉強して“場所”になっ
た。こうした場所を一緒につくっていきたい」と語りました。
　「ベビーシッターの労働実態は？」「スクールソーシャルワーカーは正規雇用？」など熱心に
質問する参加者（写真下）。



　
障
害
者
社
会
的
企
業
・
韓
国
障
害
者
自
立
協
会
の
視
察
を
終
え
て
工
場
を
背
景
に
記
念
撮
影
。
前
列
中
央
で
、
車
い
す
に
乗
っ
て
お
ら
れ
る
方
が
代
表
の
李イ
・
ヘ
ヨ
ン

惠
英

さ
ん
。
�

（
写
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・
下
野
祇
園
。
３
ペ
ー
ジ
目
は
西
村
憲
次
　
文
・
西
村
憲
次
　
特
集
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
掲
載
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展
示
交
流
会
が
直
近
に
迫
っ
た
現
地
で
開
催
の
思
い
を
伺
い
ま
し
た
。（
編
集
主
幹
）

　
　
　
　
　
　
　
　

◇

（
陸り

く
ぜ
ん前
高た

か
た田
・
菅か

ん
の野
悦え

つ
お雄
さ
ん
）

こ
こ
で
は
、震
災
か
ら
丸
三
年
の
三
月
一
一
日
と
一
二
日
に
展
示
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。
震
災
後
、

本
誌
表
紙
絵
を
描
い
て
い
る
神ご
う
ど門

や
す
子
さ
ん
や
福
祉
の
ひ
ろ
ば
社
か
ら
、
三
年
続
け
て
神
門
さ
ん
画

の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
寄
贈
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
タ
ッ
チ
が
柔
ら
か
く
、
私
は
、
水
彩
画
と
書
画
の
違
い

は
あ
り
ま
す
が
、
い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
さ
ん
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
神
門
さ
ん
の
作
品
を
観
て
い
ま
す
。

陸
前
高
田
市
は
現
在
、
市
街
地
の
八
メ
ー
ト
ル
か
ら
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
か
さ
上
げ
や
、
約
一
二
メ
ー

ト
ル
の
堤
防
工
事
な
ど
、
三
年
の
節
目
で
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
一
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
山

を
八
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
削
っ
て
、
そ
の
土
を
市
街
地
の
か
さ
上
げ
に
使
用
し
ま
す
。
毎
日
、
大
型
ダ
ン

プ
が
行
き
交
い
ま
す
。
一
〇
年
は
か
か
る
と
言
わ
れ
た
工
事
を
三
年
で
行
う
計
画
で
進
ん
で
い
ま
す
。

今
回
の
展
示
会
は
、
米
崎
地
域
の
通
称
コ
ミ
セ
ン
と
呼
ば
れ
て
い
る
自
然
環
境
活
動
セ
ン
タ
ー
を
借

り
て
行
い
ま
す
。
展
示
ス
ペ
ー
ス
は
、
約
五
〇
畳
の
和
室
と
玄
関
フ
ロ
ア
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

丸
三
年
の
こ
の
時
期
に
開
催
す
る
意
味
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
陸
前
高
田
の
住
民
の
み
な
さ
ん

が
、
こ
の
作
品
を
通
じ
て
、
ホ
ッ
と
す
る
時
間
を
過
ご
せ
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。
神
門
さ
ん
は
当
日
、

人
形
劇
の
ミ
ニ
公
演
も
さ
れ
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
の
で
、
地
元
の
人
形
劇
団
に
も
声
を
か
け
る
つ
も
り

で
す
。

（
久く

じ慈
・
城

じ
ょ
う
な
い
ち
ゅ
う
え
つ

内
仲
悦
さ
ん
）

被
災
地
で
の
住
宅
問
題
は
厳
し
い
状
況
で
す
。
久
慈
は
沿
岸
部
で
も
ほ
か
に
比
べ
る
と
被
害
が
少
な

展示交流します
ラッキー植松 作品展──

菅野悦雄さん
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い
ほ
う
で
し
た
が
、
住
宅
問
題
は
多
く
の
沿
岸
部
の
課
題
で
す
。
や
っ
と
土
地
の
造
成
に
手
が
つ
き
は

じ
め
、
復
興
の
「
ふ
」
の
字
と
い
う
状
況
で
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連
続
ド
ラ
マ
「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」
ブ
ー
ム
の

後
押
し
も
あ
っ
て
、
国
も
動
き
、
三
陸
鉄
道
が
再
開
。
今
年
四
月
に
は
久
慈
と
宮
古
の
間
が
開
通
し
ま

す
。
し
か
し
、
赤
字
路
線
に
は
変
わ
り
ま
せ
ん
の
で
、
地
元
の
責
任
だ
け
で
は
維
持
で
き
ま
せ
ん
。

い
ま
、
沿
岸
部
を
励
ま
し
て
い
る
こ
と
の
一
つ
は
、
海
産
物
な
ど
が
戻
り
は
じ
め
て
い
る
こ
と
で
す
。

い
わ
ゆ
る
「
食
」
が
元
気
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。

現
在
、
久
慈
に
は
「
福
祉
の
ひ
ろ
ば
」
の
定
期
読
者
が
一
五
名
い
ま
す
。
私
が
毎
月
配
付
し
て
、
集

金
し
て
い
ま
す
。
保
健
師
さ
ん
、
保
育
士
さ
ん
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
さ
ん
な
ど
い
ろ
い
ろ
で
す
。
今
回

は
、
読
者
と
編
集
委
員
の
方
々
と
の
交
流
も
行
う
予
定
で
す
。
会
場
は
、
久
慈
の
道
の
駅
、
土ど
ふ
う
か
ん

風
館
の

多
目
的
ホ
ー
ル
で
す
。
こ
こ
だ
と
、
道
の
駅
に
来
ら
れ
た
方
も
鑑
賞
で
き
ま
す
の
で
、
作
品
を
知
っ
て

い
た
だ
く
機
会
に
も
な
り
ま
す
。
カ
レ
ン
ダ
ー
や
「
ひ
ろ
ば
」
の
表
紙
絵
を
飾
っ
て
こ
ら
れ
た
神
門
さ

ん
の
絵
の
実
物
を
直
接
観
ら
れ
る
場
で
す
の
で
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

今
年
一
月
か
ら
台
湾
で
、
連
ド
ラ
の
「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」
が
放
映
さ
れ
る
の
で
、
台
湾
か
ら
の
観
光
客
も

見
込
ま
れ
て
い
る
と
、
宿
泊
し
た
宿
の
店
主
か
ら
聞
き
ま
し
た
。

二
か
所
の
展
示
交
流
会
は
、
大
阪
や
京
都
か
ら
約
四
〇
点
の
作
品
を
運
び
、
手
弁
当
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
、
地
元
の
読
者
と
一
緒
に
開
催
し
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
全
国
の
読
者
の
み
な
さ
ん
に
こ
の
取

り
組
み
の
資
金
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
方
は
、
現
地
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
氏
名
や

団
体
名
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
お
振
り
込
み
は
、
次
の
口
座
に
お
願
い
し
ま
す
。

り
そ
な
銀
行　

阿
倍
野
橋
支
店　

普
通
口
座
６
６
９
７
１
３
５　

有
限
会
社
福
祉
の
ひ
ろ
ば

陸前高田３月11・12日、
久慈３月13・14日に
── 神門やす子・川口モトコ・

城内仲悦さん

（

）
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★
海
外
で
初
め
て
の
研
究
会
開
催
。
日
本
か
ら
三
一
名
の
参
加
。

総
合
社
会
福
祉
研
究
所
で
は
、設
立
二
五
周
年
と
い
う
節
目
の
年
に
当
た
り
、隣
国
・

近
国
ア
ジ
ア
で
の
視
察
研
修
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、
一
昨
年
末
か
ら
韓
国
を
候
補

に
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
昨
年
四
月
に
韓
国
の
社
会
的
企
業
や
社
会
的
協

同
組
合
の
取
り
組
み
に
造ぞ
う
け
い詣

が
深
い
、
鈴
木
勉
理
事
（
佛
教
大
学
教
授
）
を
中
心
に
、

釜プ
サ
ン山

・
東ド

ン
ミ
ョ
ン明大

学
准
教
授
の
呉オ

・
ヨ
ン
ラ
ン

英
蘭
さ
ん
（
佛
教
大
学
博
士
課
程
修
了
）
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
韓
国
・
釜
山
で
の
開
催
に
い
た
り
ま
し
た
。

★�

所
得
格
差
の
広
が
り
、
国
民
的
な
運
動
と
国
民
基
礎
生
活
保
障
制
度
の
制
定

韓
国
で
は
、
一
九
九
七
年
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
通
貨
危
機
以
降
、
新
自
由
主
義
的
傾
向
が
強
ま

り
、
労
働
者
間
の
競
争
が
激
化
し
、
非
正
規
労
働
者
が
増
大
し
て
い
ま
す
。
リ
ス
ト
ラ
、

貧
困
問
題
が
深
刻
化
、
所
得
格
差
が
拡
大
し
て
、
自
殺
者
も
突
出
し
て
増
え
て
い
ま
す
。

深
刻
な
貧
困
問
題
の
発
生
に
対
し
、
幅
広
い
団
体
・
市
民
が
連
帯
し
た
国
民
的
な
運

動
の
広
が
り
に
よ
っ
て
、
一
九
九
九
年
に
国
民
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
な
る
国
民
基

礎
生
活
保
障
法
（
以
下
、
基
礎
法
）
が
成
立
し
ま
し
た
。
政
府
や
行
政
主
導
に
よ
る
政

策
策
定
と
は
異
な
り
、
市
民
社
会
の
協
力
に
よ
り
制
定
に
い
た
っ
た
の
で
す
。

基
礎
法
は
、
そ
れ
以
前
の
生
活
保
護
制
度
が
稼
働
能
力
者
を
排
除
し
て
き
た
の
と
は

異
な
り
、
就
労
支
援
事
業
（
自
活
事
業
）
へ
の
参
加
を
義
務
づ
け
る
も
の
の
、
稼
働
能

　 韓国・釜山の
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１月11日（土）～ 13日（月・祝）

おとなりの国特
集


